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『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
不
退
転
と
授
記大
谷
大
学
大
学
院
澤
﨑
瑞
央
概
要本
稿
で
は
、『
智
度
論
』
に
お
け
る
大
乗
菩
薩
の
不
退
転
が
意
味
す
る
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
一
端
と
し
て
、
授
記
と
不
退
転
の
関
係
を
考
察
す
る
。
成
仏
を
志
す
大
乗
の
菩
薩
に
と
っ
て
、
不
退
転
と
授
記
は
、
そ
の
行
道
過
程
に
お
い
て
一
種
の
区
切
り
で
あ
り
目
的
と
さ
れ
る
。
成
仏
を
予
言
し
確
証
す
る
授
記
と
、
二
度
と
大
乗
菩
薩
道
か
ら
退
転
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
不
退
転
と
い
う
行
道
過
程
に
お
い
て
類
似
す
る
意
味
合
い
を
も
つ
二
つ
の
語
句
が
、『
智
度
論
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉：
無
生
法
忍
、
現
前
授
記
、
不
現
前
授
記
、
作
仏
１
．
は
じ
め
に
１
．１
本
研
究
の
位
置
づ
け
『
智
度
論
』
は
、『
大
品
般
若
』
に
対
す
る
龍
樹
著
作
の
論
書
と
し
て
、
鳩
摩
羅
什
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
。
著
者
に
関
し
（
 
）
て
は
、
以
前
か
ら
多
く
の
学
者
が
疑
問
を
呈
し
て
お
り
未
だ
究
明
に
は
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
著
者
問
題
は
保
留
し
、
文
献
に
示
さ
れ
る
思
想
の
整
理
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
智
度
論
』
が
、「
般
若
経
典
」
の
注
釈
書
と
し
て
、
ま
た
あ
る
意
味
に
お
１ 『大智度論』における不退転と授記
い
て
は
仏
教
用
語
の
逐
語
的
解
説
書
と
し
て
、
中
国
・
日
本
の
仏
教
思
想
に
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
思
想
史
の
展
開
を
把
握
す
る
た
め
、
ま
た
他
の
文
献
と
の
比
較
の
た
め
に
も
『
智
度
論
』
に
示
さ
れ
る
内
容
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
筆
者
が
焦
点
を
当
て
る
不
退
転
（avinivartanīya
）
は
、
基
本
的
に
大
乗
菩
薩
道
に
お
い
て
二
度
と
退
転
す
る
こ
と
の
な
い
状
態
を
意
味
し
、
最
初
期
の
「
般
若
経
典
」
で
あ
る
『
道
行
般
若
』
か
ら
、
菩
薩
の
行
道
過
程
に
お
け
る
中
心
的
な
概
念
で
あ
っ
た
。
初
発
心
か
ら
（
 
）
行
道
を
歩
み
続
け
て
不
退
転
に
到
達
す
る
こ
と
が
、
菩
薩
の
行
道
過
程
に
お
け
る
一
つ
の
目
的
と
も
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
不
退
転
は
、
後
の
中
国
・
日
本
の
仏
教
徒
に
と
っ
て
も
目
指
す
べ
き
位
階
・
段
階
と
し
て
修
道
論
に
お
け
る
目
的
と
し
て
多
大
な
関
心
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
顕
著
な
例
と
し
て
、
曇
鸞
（
四
七
六
│
五
四
二
）
は
主
著
『
無
量
寿
経
優
波
提
舎
願
生
偈
註
』
の
冒
頭
に
、「
謹
ん
で
龍
樹
（

）
菩
薩
の
『
十
住
毘
婆
沙
』
を
案
ず
る
に
云
わ
く
、
菩
薩
、
阿
毘
跋
致
を
求
む
る
に
二
種
の
道
有
り
。」
と
述
べ
、
阿
跋
致＝
不
退
転
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、『
大
品
般
若
』
に
関
す
る
論
書
で
あ
る
『
智
度
論
』
に
は
不
退
転
に
関
連
す
る
言
及
は
多
く
、
後
世
の
仏
教
徒
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
智
度
論
』
に
説
示
さ
れ
る
不
退
転
は
、
百
巻
に
わ
た
る
文
献
の
様
々
な
箇
所
に
説
示
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
無
生
法
忍
、
般
舟
三
昧
、
法
身
、
十
地
、
声
聞
・
辟
支
仏
と
の
関
係
、
「
七
地
沈
空
の
難
」、
燃
燈
仏
や
三
根
、
五
根
等
様
々
な
観
点
か
ら
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
内
容
を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
未
だ
十
分
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
授
記
と
の
関
係
に
焦
点
を
絞
り
、
不
退
転
の
意
味
内
容
に
言
及
す
る
。
１
．２
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在
不
退
転
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
は
、
そ
の
語
義
と
語
源
に
着
目
し
、
阿
羅
漢
の
退
法
と
は
語
源
的
に
区
分
さ
れ
る
大
乗
独
自
の
語
法
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
櫻
部
﹇
一
九
九
七
﹈、
初
期
経
典
か
ら
仏
教
史
を
通
じ
て
正
定
聚
と
の
関
係
を
概
観
し
た
五
十
嵐
﹇
一
九
九
九
﹈
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
平
川
﹇
一
九
八
九
﹈
等
が
菩
薩
の
階
梯
と
関
連
し
て
言
及
し
て
い
る
。
授
記
に
関
し
て
は
、
代
表
的
な
研
究
と
２
し
て
、
初
期
経
典
に
お
け
る
授
記
の
用
法
か
ら
『
法
華
経
』
に
至
る
ま
で
の
授
記
の
思
想
的
な
内
容
を
概
観
し
た
田
賀
﹇
一
九
七
四
﹈
や
平
川
﹇
一
九
八
九
﹈、
さ
ら
に
「
般
若
経
典
」
の
授
記
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
志
知
﹇
一
九
九
〇
﹈、
渡
辺
﹇
二
〇
一
一
﹈
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
管
見
す
る
限
り
『
智
度
論
』
に
関
し
て
は
、
不
退
転
と
授
記
の
関
連
を
指
摘
す
る
の
み
で
、
そ
の
関
係
及
び
扱
わ
れ
方
の
差
異
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
授
記
に
関
す
る
上
記
の
研
究
を
参
照
し
た
後
に
、
『
智
度
論
』
に
展
開
さ
れ
る
不
退
転
と
授
記
の
関
係
を
考
察
す
る
。
授
記
（vyākaraṇa
）
と
は
、
原
語
（vi­ā­√kṛ
）
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
「
区
分
す
る
」「
分
け
る
」
こ
と
が
元
々
の
意
味
合
い
で
あ
（
 
）
り
、
そ
の
用
例
は
、「
文
法
」、「
九
分
経
の
一
支
」「
予
言
記
説
」「
説
明
解
釈
」「
返
答
」
な
ど
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
初
期
経
典
に
お
け
る
授
記
に
は
三
種
類
の
形
態
が
み
ら
れ
、
そ
れ
は
田
賀
﹇
一
九
七
四
﹈
に
よ
れ
ば
、「
釈
尊
に
よ
る
死
後
の
再
生
に
つ
い
て
の
記
説
」、「
釈
尊
に
よ
る
証
果
の
記
説
」、「
自
己
に
よ
る
記
説
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
記
説
の
形
式
と
し
て
釈
尊
自
身
に
よ
る
「
人
格
的
（

）
記
説
」
と
修
行
者
自
身
に
よ
る
「
法
に
よ
る
記
説
」
が
あ
り
、
こ
の
「
法
に
よ
る
記
説
」
の
系
統
か
ら
燃
燈
仏
授
記
に
展
開
し
た
と
想
定
（

）
さ
れ
て
い
る
。
大
乗
経
典
に
お
け
る
授
記
に
つ
い
て
は
、
初
期
経
典
と
同
様
、
未
来
に
対
す
る
予
言
と
い
う
点
で
は
同
質
で
あ
る
が
、
そ
の
予
言
の
内
容
は
成
仏
の
保
証
、
つ
ま
り
最
終
的
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
と
い
う
記
別
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
（

）
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
渡
辺
﹇
二
〇
一
一
﹈
は
、
授
記
と
は
「
過
去
世
に
お
い
て
、
そ
の
過
去
仏
が
修
行
者
に
対
し
〈
未
来
の
世
に
お
（

）
い
て
必
ず
仏
と
な
る
こ
と
を
予
言
し
、
保
証
を
与
え
る
こ
と
〉
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
な
授
記
の
特
徴
は
『
智
度
論
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、「
仏
は
其
の
過
去
未
来
の
所
作
の
因
縁
も
て
、
必
ず
作
仏
を
得
る
こ
と
を
知
る
。
傍
人
を
利
益
せ
ん
が
為
の
故
に
、
（

）
其
の
授
記
を
作
す
。」
や
「
復
次
に
、
菩
薩
、
初
発
心
よ
り
来
た
、
所
行
の
因
縁
、
所
得
の
果
報
、
是
れ
阿
跋
致
な
り
。
記
を
受
け
必
（
）
ず
当
に
作
仏
す
べ
し
。」
と
し
て
、
基
本
的
に
授
記
は
行
者
が
未
来
に
仏
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、『
道
行
般
若
』
を
対
象
と
し
て
授
記
を
検
証
し
た
志
知
﹇
一
九
九
〇
﹈
は
、
授
記
を
仏
の
確
証
と
し
な
が
ら
も
具
体
的
な
授
記
の
内
容
と
し
て
、『
道
行
般
若
』
の
授
記
に
三
つ
の
形
式
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
①
不
退
転
授
記
、
②
無
生
法
忍
授
記
、
③
３ 『大智度論』における不退転と授記
燃
燈
仏
授
記
で
あ
り
、
特
に
不
退
転
を
得
る
こ
と
が
「
般
若
経
典
」
の
目
的
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
退
転
と
関
連
す
る
授
記
が
『
道
行
般
（
）
若
』
に
お
け
る
本
来
的
な
授
記
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
未
来
に
お
け
る
作
仏
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
菩
薩
が
不
退
転
で
あ
る
こ
と
を
記
別
す
る
こ
と
が
「
般
若
経
典
」
の
本
来
の
授
記
と
指
摘
す
る
。
志
知
は
、
不
退
転
と
授
記
の
差
異
に
つ
い
て
詳
細
に
は
言
及
し
な
い
が
、
（
）
不
退
転
は
修
道
に
お
け
る
段
階
で
あ
り
、
授
記
は
そ
の
位
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
宗
教
的
体
験
と
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
中
心
的
に
扱
う
『
智
度
論
』
も
『
大
品
般
若
』
の
注
釈
で
あ
る
た
め
、『
道
行
般
若
』
同
様
に
不
退
転
と
授
記
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
智
度
論
』
は
、『
首
楞
厳
三
昧
経
』
や
『
法
華
経
』
と
い
う
他
の
経
典
の
影
響
を
含
ん
だ
論
書
で
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
梶
山
﹇
一
九
九
〇
﹈
や
武
田
﹇
二
〇
〇
五
﹈
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
智
度
論
』
の
不
退
転
に
は
、『
大
品
般
（
）
若
』
で
は
説
か
れ
な
い
般
舟
三
昧
が
重
要
な
要
素
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
智
度
論
』
に
お
い
て
、
不
退
転
と
授
記
は
同
列
に
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
区
分
さ
れ
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
意
味
内
容
の
差
異
と
関
係
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、『
智
度
論
』
に
お
け
る
不
退
転
と
授
記
が
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
る
こ
と
を
本
稿
の
目
的
と
し
、
以
下
は
『
智
度
論
』
に
よ
っ
て
確
認
し
て
い
く
。
２
．『
智
度
論
』
に
お
け
る
授
記
２
．１
不
退
転
菩
薩
に
お
け
る
授
記
と
未
授
記
ま
ず
、『
智
度
論
』
に
お
け
る
不
退
転
と
授
記
が
ど
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
授
記
の
分
類
と
不
明
瞭
な
点
を
検
証
す
る
。
復
次
、
菩
薩
。
初
發
心
乃
至
、
未
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
有
授
記
、
入
法
位
、
得
無
生
法
忍
者
。
名
阿
跋
致
。（T
25.383
b
４
21-22
）
復
次
に
、
初
発
心
か
ら
未
だ
に
無
上
正
等
覚
を
得
て
い
な
い
菩
薩
で
、
授
記
が
あ
り
、〔
菩
薩
の
〕
法
位
に
入
り
、
無
生
法
忍
を
得
て
い
る
者
は
、
不
退
転
で
あ
る
。
授
記
さ
れ
、
菩
薩
の
位
に
あ
り
、
無
生
法
忍
を
得
て
い
る
者
は
不
退
転
の
菩
薩
と
示
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
不
退
転
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
授
記
が
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
智
度
論
』
中
に
は
、
不
退
転
で
あ
り
な
が
ら
授
記
を
得
て
い
な
（
）
（
）
い
者
、
ま
た
不
退
転
の
菩
薩
が
授
記
さ
れ
る
と
い
う
表
現
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
授
記
と
不
退
転
の
関
係
は
一
様
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
不
退
転
の
獲
得
に
関
し
て
授
記
が
ど
の
よ
う
な
役
割
、
関
係
に
あ
る
の
か
不
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
不
退
転
と
授
記
の
関
係
に
つ
い
て
、『
智
度
論
』
で
は
「
不
退
の
菩
薩
に
は
、
二
種
有
り
。
一
は
受
記
。
二
は
未
受
記
。『
首
楞
厳
（
）
三
昧
』
の
四
種
受
記
中
の
説
の
如
し
。」
と
し
て
、
不
退
転
の
菩
薩
に
は
授
記
の
あ
る
者
と
な
い
者
の
二
種
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
教
証
に
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
の
四
種
授
記
を
挙
げ
る
。
こ
の
箇
所
で
は
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
の
四
種
授
記
を
示
す
の
み
で
そ
れ
以
上
の
説
（
）
明
は
な
い
が
、
先
行
す
る
箇
所
に
お
い
て
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
の
四
種
授
記
を
以
下
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
如
首
楞
嚴
三
昧
中
、
四
種
菩
薩
。
四
種
受
記
。
有
未
發
心
而
授
記
。
有
適
發
心
而
授
記
。
有
於
前
授
記
、
他
人
盡
知
、
己
身
不
知
。
有
於
前
授
記
、
他
人
己
身
盡
知
。（T
25.92
b
3-6
）
『
首
楞
厳
三
昧
〔
経
〕』
中
の
四
種
の
菩
薩
と
四
種
の
記
別
の
よ
う
に
で
あ
る
。〔
一
種
目
は
〕
未
だ
菩
提
心
を
起
こ
し
て
い
な
い
菩
薩
に
対
す
る
授
記
で
あ
る
。〔
二
種
目
は
〕
菩
提
心
に
適
っ
た
菩
薩
に
対
す
る
授
記
で
あ
る
。〔
三
種
目
は
〕
現
前
の
授
記
で
あ
る
が
、
他
人
は
尽
く
知
る
が
自
身
は
知
ら
な
い
授
記
で
あ
る
。〔
四
種
目
は
〕
現
前
の
授
記
で
あ
り
、
他
人
も
自
身
も
尽
く
知
る
授
記
で
あ
る
。
５ 『大智度論』における不退転と授記
発
菩
提
心
の
有
無
に
よ
り
二
種
、
自
身
が
知
る
か
否
か
に
よ
り
二
種
の
授
記
が
示
さ
れ
る
。
引
用
元
の
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
と
の
相
違
（
）
は
、『
首
楞
厳
三
昧
経
』
の
三
種
目
が
「
密
授
記
」、
四
種
目
が
「
得
無
生
法
忍
現
前
授
記
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
智
度
論
』
で
は
、
秘
密
の
授
記
を
自
身
が
知
ら
な
い
授
記
と
し
て
、「
得
無
生
法
忍
現
前
授
記
」
を
自
身
が
授
記
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
も
の
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
不
退
転
の
菩
薩
に
授
記
さ
れ
た
者
と
未
授
記
の
者
が
い
る
こ
と
を
、
こ
の
四
種
授
記
に
あ
て
は
め
る
と
、
い
く
つ
か
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
一
種
目
の
未
発
心
の
菩
薩
が
不
退
転
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
未
発
心
で
あ
る
者
が
不
退
転
で
あ
る
と
は
、
初
期
の
「
般
若
経
典
」
の
頃
か
ら
、「
初
発
心
」「
久
発
意
」「
不
退
転
」「
一
生
補
処
」
と
菩
薩
の
四
種
の
（
）
行
道
過
程
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
考
え
難
い
。
し
か
し
、『
首
楞
厳
三
昧
経
』
に
は
、
仏
が
行
者
の
未
来
に
お
け
る
発
菩
提
心
と
（
）
諸
仏
供
養
並
び
に
衆
生
救
済
を
実
践
し
て
成
仏
す
る
こ
と
を
知
る
こ
と
か
ら
授
記
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
状
態
を
『
智
度
論
』
で
は
不
退
転
と
み
な
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
、
授
記
時
点
に
お
い
て
は
、
た
だ
仏
の
み
そ
の
事
実
を
知
り
、
行
者
は
発
心
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
不
退
転
や
授
記
の
自
覚
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
四
種
の
授
記
の
内
、
何
を
指
し
て
不
退
転
か
つ
未
授
記
の
菩
薩
を
示
し
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
四
種
は
全
て
授
記
で
あ
る
た
め
未
授
記
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
智
度
論
』
に
お
い
て
こ
の
四
種
の
授
記
が
教
証
と
し
て
示
さ
れ
る
以
上
、
こ
の
四
種
の
中
に
『
智
度
論
』
が
示
す
未
授
記
の
不
退
転
の
菩
薩
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
四
種
の
授
記
の
中
で
最
も
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
三
種
目
の
現
前
授
記
さ
れ
な
が
ら
当
の
本
人
が
認
識
し
な
い
授
記
と
思
わ
れ
る
。
不
退
転
で
あ
り
未
授
記
の
菩
薩
と
は
、
自
ら
が
授
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
な
い
存
在
と
み
な
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、『
智
度
論
』
で
は
授
記
の
自
覚
が
無
い
者
は
未
授
記
の
菩
薩
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
裏
を
返
せ
ば
『
智
度
論
』
に
お
け
る
不
退
転
の
菩
薩
と
は
、
自
覚
の
有
無
は
あ
る
が
皆
な
授
記
さ
れ
て
い
る
者
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
智
度
論
』
で
は
、
不
退
転
の
菩
薩
に
は
仏
前
授
記
の
者
と
仏
前
で
は
な
い
授
記
の
者
が
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
６
肉
身
阿
跋
致
、
亦
有
二
種
。
有
於
佛
前
得
授
記
。
有
不
於
佛
前
授
記
。
若
佛
不
在
世
時
、
得
無
生
法
忍
。
是
不
於
佛
前
授
記
。
（T
25.580
a
16-19
）
肉
体
を
持
つ
不
退
転
〔
の
菩
薩
〕
に
は
、
ま
た
二
種
あ
る
。
仏
前
に
お
い
て
授
記
さ
れ
る
者
と
、
仏
前
で
は
な
い
場
で
授
記
さ
れ
る
者
で
あ
る
。
も
し
仏
が
不
在
の
世
に
お
い
て
、
無
生
法
忍
を
獲
得
す
れ
ば
、
こ
れ
が
仏
前
で
は
な
い
場
に
お
け
る
授
記
と
な
る
。
肉
体
を
持
つ
不
退
転
の
菩
薩
に
は
、
仏
前
で
授
記
さ
れ
る
者
と
、
仏
前
で
は
な
い
場
所
で
授
記
さ
れ
る
者
と
い
う
二
通
り
の
菩
薩
が
い
る
。
仏
前
で
な
い
場
に
お
け
る
授
記
と
は
、
無
生
法
忍
の
獲
得
に
因
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
智
度
論
』
で
は
、
上
記
の
ま
だ
授
記
を
自
（
）
覚
し
て
い
な
い
不
退
転
の
菩
薩
は
、
無
生
法
忍
の
獲
得
に
よ
っ
て
授
記
を
自
覚
す
る
と
解
釈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
箇
所
で
は
、『
首
楞
厳
三
昧
経
』
の
「
得
無
生
法
忍
現
前
授
記
」
と
は
異
な
り
、
無
生
法
忍
獲
得
が
「
不
於
仏
前
授
記
」
と
し
て
示
さ
れ
て
（
）
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
、
先
の
四
種
授
記
で
は
仏
前
授
記
で
あ
り
な
が
ら
自
覚
の
な
い
た
め
未
授
記
と
し
て
、
今
は
無
生
法
忍
の
獲
得
に
よ
っ
て
仏
前
で
は
な
い
が
授
記
を
自
覚
す
る
こ
と
で
授
記
を
得
た
と
い
う
『
智
度
論
』
に
よ
る
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
無
仏
の
時
代
に
お
い
て
、
法
と
し
て
の
仏
に
見
え
る
実
践
を
説
く
般
舟
三
昧
と
無
生
法
忍
と
不
退
転
（
）
が
関
連
し
て
説
か
れ
る
『
智
度
論
』
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
智
度
論
』
で
は
、
様
々
に
不
退
転
と
授
記
が
密
接
に
関
連
し
て
説
示
さ
れ
る
。
特
に
、
仏
前
で
は
な
い
授
記
が
無
生
（
）
法
忍
の
獲
得
で
あ
る
こ
と
は
、
無
生
法
忍
の
獲
得
が
不
退
転
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
と
の
関
係
か
ら
、
授
記
と
不
退
転
を
結
び
つ
け
る
（
）
点
と
い
え
る
。
２
．２
不
現
前
授
記
『
智
度
論
』
で
は
、
仏
前
で
は
な
い
授
記
に
も
種
類
が
あ
り
、
ま
た
『
大
品
般
若
』
に
示
さ
れ
る
授
記
に
近
い
者
、
異
な
ら
な
い
が
授
７ 『大智度論』における不退転と授記
記
さ
れ
な
い
者
が
い
る
こ
と
に
対
す
る
解
釈
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
不
現
前
授
記
に
無
生
法
忍
を
獲
得
せ
ず
に
授
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
菩
薩
が
い
る
た
め
、
そ
の
点
を
検
証
す
る
。
得
授
記
、
有
二
種
。
一
者
、
現
前
授
記
。
二
者
、
不
現
前
授
記
。
不
現
前
授
記
、
有
二
種
。
一
者
、
具
足
授
記
因
縁
。
二
者
、
未
具
足
授
記
因
縁
。
具
足
授
記
因
縁
者
。
知
諸
法
實
相
、
具
足
六
波
羅
蜜
。
不
具
足
授
記
因
縁
者
。
但
知
諸
法
實
相
、
得
般
若
波
羅
蜜
分
。
餘
波
羅
蜜
未
具
足
。
是
菩
薩
、
能
如
阿
跋
致
菩
薩
答
。
此
是
前
品
、
未
所
説
阿
跋
致
。
是
故
次
第
説
。（T
25.597
a
25-b
3
）授記
を
得
る
に
は
、
二
種
類
〔
の
方
法
〕
が
あ
る
。
一
つ
は
「
現
前
授
記
」
で
あ
り
、
二
つ
目
は
「
不
現
前
授
記
」
で
あ
る
。「
不
現
前
授
記
」
に
も
ま
た
二
種
類
あ
り
、
一
つ
は
授
記
の
因
縁
を
具
足
し
て
い
る
者
、
も
う
一
つ
は
授
記
の
因
縁
を
具
足
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
。
授
記
の
因
縁
を
具
足
し
て
い
る
と
は
、
諸
法
実
相
を
知
り
、
六
波
羅
蜜
を
具
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
授
記
の
因
縁
（
）
を
具
足
し
て
い
な
い
と
は
、
た
だ
諸
法
実
相
を
知
っ
て
、
般
若
波
羅
蜜
の
気
分
を
得
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
他
の
波
羅
蜜
を
具
足
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
菩
薩
は
不
退
転
の
菩
薩
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
前
品
に
未
だ
に
説
か
な
い
不
退
転
で
あ
る
た
め
、
次
第
に
説
く
。
授
記
の
方
法
と
し
て
、「
現
前
授
記
」（
面
前
で
の
授
記
）
と
「
不
現
前
授
記
」（
他
者
と
直
接
対
峙
し
な
い
授
記
）
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
「
不
現
前
授
記
」
に
は
、
さ
ら
に
二
種
あ
り
、
因
縁
が
備
わ
っ
て
い
る
か
否
か
で
分
け
ら
れ
る
。
授
記
の
因
縁
と
は
、
諸
法
実
相
を
知
り
、
六
波
羅
蜜
を
具
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
た
だ
諸
法
実
相
を
知
っ
て
般
若
波
羅
蜜
の
気
分
を
得
て
い
る
の
み
で
他
の
波
羅
蜜
を
具
足
し
て
い
な
い
こ
と
が
授
記
の
因
縁
を
備
え
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
授
記
の
因
縁
が
備
わ
っ
て
い
な
く
と
も
「
授
記
」
と
し
て
「
不
現
前
授
記
」
が
成
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
考
察
が
必
要
で
あ
８
る
。
先
行
研
究
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
現
前
授
記
は
釈
尊
等
に
よ
る
「
人
格
的
記
説
」
と
し
て
、
不
現
前
授
記
は
「
法
に
よ
る
記
説
」
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
先
に
確
認
し
た
こ
と
か
ら
、
無
仏
の
時
の
不
現
前
授
記
と
は
無
生
法
忍
と
い
う
「
法
」
の
知
見
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
し
か
し
、
無
生
法
忍
の
獲
得
に
つ
な
が
る
授
記
の
因
縁
を
具
足
し
て
い
な
い
者
で
も
授
記
が
成
立
す
る
と
示
さ
れ
る
こ
と
は
先
の
文
脈
と
一
致
し
な
い
。
続
く
場
面
に
そ
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
箇
所
を
確
認
す
る
。
是
菩
薩
、
晝
日
常
習
行
空
故
。
夜
夢
中
、
亦
不
貪
三
界
。
是
人
常
行
慈
悲
心
於
衆
生
、
深
樂
佛
法
故
、
不
貪
二
乘
。
若
夢
若
覺
、
觀
一
切
法
、
如
夢
如
幻
等
。
是
菩
薩
、
雖
未
得
現
前
授
記
、
餘
法
未
具
足
。
亦
名
阿
跋
致
相
。（T
25.597
b
6-10
）
こ
の
菩
薩
は
、
日
中
常
に
空
を
習
い
行
う
た
め
、
夜
の
夢
中
に
も
三
界
の
〔
世
間
の
楽
〕
を
貪
ら
な
い
。
こ
の
人
は
常
に
衆
生
に
お
い
て
慈
悲
心
を
行
い
、
深
く
仏
法
を
楽
う
た
め
に
二
乗
の
〔
涅
槃
の
楽
〕
を
貪
ら
な
い
。
も
し
は
夢
中
、
も
し
は
覚
め
て
い
る
と
き
に
、
一
切
法
の
夢
幻
の
如
き
を
観
察
す
る
。
こ
の
菩
薩
は
未
だ
に
現
前
授
記
を
得
て
お
ら
ず
、
余
の
法
も
未
だ
に
備
え
て
い
な
い
け
れ
ど
、
ま
た
不
退
転
の
相
を
も
つ
と
さ
れ
る
。
夢
中
に
お
い
て
も
三
界
の
楽
と
二
乗
の
涅
槃
の
楽
を
貪
ら
な
け
れ
ば
、
菩
薩
は
現
前
授
記
を
得
て
い
な
く
と
も
、
不
退
転
の
特
徴
を
も
つ
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
現
前
授
記
で
は
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
他
の
法
を
具
足
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
先
の
文
脈
を
踏
ま
え
た
文
章
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
不
現
前
授
記
の
因
縁
を
備
え
て
い
な
く
と
も
、
三
界
の
楽
と
二
乗
の
涅
槃
の
楽
を
貪
ら
な
い
と
い
う
上
の
二
つ
の
事
柄
を
常
に
実
践
す
る
こ
と
で
不
現
前
授
記
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
他
の
功
徳
、
波
羅
蜜
等
を
備
え
て
い
な
く
と
も
、
諸
法
実
相
を
知
り
か
つ
涅
槃
の
証
を
取
ら
ず
に
衆
生
救
済
を
常
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
不
現
前
授
記
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
授
記
が
成
立
す
る
思
想
背
景
と
し
て
、『
智
度
論
』
に
は
不
退
転
の
菩
薩
に
無
生
法
忍
を
得
た
者
と
得
て
い
な
い
者
が
い
る
と
い
う
解
釈
が
あ
る
。
９ 『大智度論』における不退転と授記
有
二
種
阿
跋
致
。
一
者
、
得
無
生
忍
法
。
二
者
、
雖
未
得
無
生
忍
法
。
佛
、
知
其
過
去
未
來
所
作
因
縁
。
必
得
作
佛
。
爲
利
益
傍
人
故
、
爲
其
授
記
。（T
25.263
c
21-24
）
二
種
の
不
退
転
が
あ
り
、
一
つ
は
得
無
生
法
忍
で
あ
る
。
二
種
目
は
未
だ
無
生
法
忍
を
得
て
い
な
く
と
も
、
仏
は
そ
の
過
去
未
来
の
行
い
の
因
縁
を
も
っ
て
必
ず
作
仏
す
る
こ
と
を
知
り
、
傍
の
人
を
利
益
さ
せ
る
た
め
に
そ
の
授
記
を
す
る
の
で
あ
る
。
無
生
法
忍
を
得
て
い
な
い
菩
薩
が
不
退
転
と
さ
れ
る
の
は
、
仏
が
行
者
の
過
去
未
来
の
行
い
の
因
縁
を
知
り
授
記
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
現
前
授
記
を
意
味
す
る
か
も
し
く
は
不
現
前
授
記
な
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
上
記
の
不
現
前
授
記
の
因
縁
未
具
足
の
菩
薩
に
授
記
が
成
立
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
無
生
法
忍
を
得
て
い
な
い
、
つ
ま
り
因
縁
を
具
足
し
て
い
な
い
菩
薩
の
授
記
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、『
智
度
論
』
に
は
、
授
記
と
異
な
ら
な
い
が
授
記
さ
れ
な
い
者
も
示
さ
れ
る
。
問
曰
。
若
能
行
如
是
、
空
相
應
、
便
應
受
記
。
云
何
言
、
如
受
記
無
異
、
若
近
受
記
。
答
曰
。
是
菩
薩
、
新
行
道
、
肉
身
、
未
得
無
生
法
忍
。
未
得
般
舟
三
昧
。
但
以
智
慧
力
故
。
能
如
是
分
別
、
深
入
空
。
佛
讃
其
入
空
功
徳
故
。
言
如
受
記
無
異
。（T
25.335
b
16-21
）
問
、
も
し
〔
菩
薩
が
〕
そ
の
よ
う
に
空
と
相
応
す
る
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
記
別
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
、〔『
大
品
』
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
〕
記
別
を
受
け
る
こ
と
と
異
な
ら
な
い
、
も
し
く
は
記
別
を
受
け
る
こ
と
が
近
い
と
い
う
よ
う
に
言
わ
れ
る
の
か
。
答
、
こ
の
菩
薩
は
、
新
た
に
仏
道
を
行
う
〔
者
で
あ
り
〕、
肉
体
が
あ
り
、
未
だ
に
無
生
法
忍
を
得
て
お
ら
ず
、
未
だ
に
般
舟
三
昧
を
得
て
い
な
い
。
た
だ
智
慧
の
力
の
た
め
に
、
よ
く
そ
の
よ
う
に
分
別
し
深
く
空
に
入
る
の
で
あ
る
。
仏
は
そ
の
空
に
入
る
功
徳
を
讃
え
る
か
ら
、
記
別
を
受
け
る
こ
と
と
異
な
る
こ
と
無
し
と
言
う
の
で
あ
る
。
１０
諸
法
の
空
性
を
知
覚
し
て
い
る
菩
薩
は
授
記
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
、
な
ぜ
授
記
と
異
な
る
こ
と
な
く
、
授
記
に
近
い
者
と
し
て
、
記
別
を
授
け
る
こ
と
を
し
な
い
の
か
を
問
う
。
そ
の
質
問
に
対
し
、
無
生
法
忍
と
般
舟
三
昧
を
未
だ
に
得
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
智
慧
の
み
で
は
授
記
に
値
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
問
答
に
お
い
て
、「
問
う
て
曰
わ
く
、
此
の
如
く
第
一
無
上
と
相
応
す
る
を
説
く
。
云
何
が
受
記
を
与
え
ざ
る
や
。
答
え
て
曰
わ
く
、
余
の
功
徳
・
方
便
・
禅
定
等
、
未
だ
集
め
ず
、
但
だ
智
慧
有
（
）
る
の
み
。
是
の
故
に
未
だ
受
記
を
与
え
ず
。」
と
「
功
徳
・
方
便
・
禅
定
」
が
生
起
し
て
い
な
い
、
も
し
く
は
そ
れ
ら
を
集
積
し
て
い
な
い
か
ら
記
別
を
受
け
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
復
次
に
、
是
の
菩
薩
、
復
た
利
根
の
智
慧
と
雖
も
、
余
の
功
徳
、
未
だ
熟
せ
（
）
ざ
る
が
故
に
、
現
前
受
記
を
聞
け
ば
、
或
い
は
憍
慢
を
生
ず
。
是
の
故
に
未
だ
受
記
を
与
え
ず
。」
と
、
菩
薩
が
利
根
の
智
慧
を
も
っ
て
い
て
も
功
徳
が
未
熟
な
た
め
に
、
現
前
授
記
を
聞
く
と
憍
慢
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
授
記
を
与
え
な
い
と
具
体
的
に
説
か
れ
る
。こ
の
よ
う
に
、
不
現
前
授
記
さ
れ
る
菩
薩
と
授
記
と
異
な
ら
な
い
菩
薩
は
分
け
て
示
さ
れ
る
。
前
者
は
諸
法
実
相
を
知
り
般
若
波
羅
蜜
の
気
分
を
受
け
る
が
他
の
波
羅
蜜
を
具
足
せ
ず
、
後
者
は
空
と
相
応
す
る
智
慧
を
備
え
る
が
功
徳
・
方
便
・
禅
定
が
な
い
と
い
う
、
一
見
す
る
と
類
似
す
る
意
味
内
容
を
条
件
と
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
差
異
は
何
か
。
ま
ず
、
本
節
最
初
の
引
用
の
末
尾
（
）
に
「
此
れ
是
の
前
品
の
未
だ
説
か
ざ
る
所
の
阿
跋
致
な
り
。
是
の
故
に
次
第
に
説
く
。」
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、『
智
度
論
』
は
、
阿
跋
致
品
に
お
い
て
、
そ
れ
以
前
に
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
菩
薩
の
不
退
転
の
様
相
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
前
の
箇
所
で
授
記
と
異
な
ら
な
い
菩
薩
で
は
示
さ
な
か
っ
た
不
退
転
及
び
授
記
の
あ
り
方
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
常
に
三
界
の
楽
と
二
乗
の
涅
槃
の
楽
を
貪
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
不
現
前
授
記
が
成
り
立
つ
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
点
が
両
者
を
区
分
す
る
差
異
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
既
に
不
退
転
か
つ
未
授
記
で
あ
る
こ
と
の
意
味
す
る
内
容
が
、
菩
薩
が
授
記
を
自
覚
し
て
い
な
い
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
前
授
記
を
聞
け
ば
憍
慢
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
記
別
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
は
不
現
前
授
記
は
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
自
覚
の
な
い
状
態
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
１１ 『大智度論』における不退転と授記
本
節
で
は
、『
智
度
論
』
に
お
け
る
現
前
授
記
、
不
現
前
授
記
と
授
記
と
異
な
ら
な
い
者
等
を
整
理
し
た
。『
智
度
論
』
の
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
は
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
無
生
法
忍
の
獲
得
に
よ
り
不
現
前
授
記
が
成
立
し
、
授
記
を
自
覚
す
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
因
縁
未
具
足
の
不
現
前
授
記
の
菩
薩
が
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
た
め
、
無
生
法
忍
を
得
て
い
な
く
と
も
不
現
前
授
記
さ
れ
不
退
転
で
あ
る
菩
薩
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
２
．３
不
退
転
と
授
記
と
無
生
法
忍
の
関
係
前
節
ま
で
に
、
無
生
法
忍
を
獲
得
す
る
こ
と
な
く
授
記
が
成
立
す
る
菩
薩
が
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、『
智
度
論
』
で
は
、
（
）
（
）
問
答
の
後
に
「
行
者
は
、
実
に
無
生
忍
を
以
て
の
故
に
記
を
受
く
。」
と
、
最
終
的
に
は
無
生
法
忍
の
獲
得
を
も
っ
て
記
別
を
受
け
る
こ
と
を
示
す
。
で
は
、
先
の
因
縁
未
具
足
の
不
現
前
授
記
の
菩
薩
に
お
い
て
、
無
生
法
忍
の
獲
得
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
四
種
授
記
の
解
釈
と
同
様
に
、
無
生
法
忍
の
獲
得
が
授
記
の
自
覚
と
考
え
ら
れ
る
の
か
を
念
頭
に
置
い
て
検
証
す
る
。
本
節
で
は
、
授
記
と
不
退
転
の
語
句
の
扱
わ
れ
方
の
違
い
か
ら
そ
の
関
係
に
言
及
す
る
。
そ
の
差
異
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
箇
所
は
、
（
）
最
初
期
の
『
道
行
般
若
』
か
ら
み
ら
れ
る
悪
魔
に
よ
る
記
別
で
あ
る
。「
般
若
経
典
」
は
最
初
期
か
ら
、「
阿
跋
致
品
」
に
お
い
て
悪
魔
を
覚
知
し
て
そ
の
干
渉
を
退
け
る
こ
と
で
、
不
退
転
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
示
し
て
い
る
。
魔
は
、
様
々
な
方
法
を
以
て
、
時
に
は
大
（
）
乗
菩
薩
に
対
し
て
如
来
の
姿
形
を
と
っ
て
干
渉
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
魔
に
よ
る
最
初
の
干
渉
方
法
が
授
記
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
魔
が
菩
薩
に
対
し
て
授
記
の
真
偽
を
問
題
に
す
る
こ
と
で
、
不
退
転
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
示
す
の
で
あ
る
。
魔
了
了
知
、
是
菩
薩
、
是
阿
跋
致
者
。
不
復
沮
壞
。
若
未
了
了
知
者
。
則
種
種
因
縁
、
驗
試
破
壞
。
或
作
八
大
地
獄
。
化
作
無
數
菩
薩
、
在
中
燒
煮
。
語
菩
薩
言
。
此
皆
是
阿
跋
致
。
諸
佛
授
記
者
。
汝
若
受
記
、
爲
受
地
獄
記
。
問
曰
。
惡
魔
、
何
因
縁
故
、
言
行
善
者
受
地
獄
記
。
答
曰
。
惡
魔
、
以
是
菩
薩
欲
代
一
切
衆
生
受
苦
故
。
言
受
地
獄
記
、
汝
若
行
福
徳
生
天
者
。
則
自
爲
身
、
無
豫
１２
衆
生
事
。
若
菩
薩
聞
是
事
、
心
動
疑
悔
。
若
信
受
魔
語
。
當
知
、
是
未
受
阿
跋
致
記
。（T
25.573
c
28-574
a
9
）
魔
は
、
菩
薩
が
不
退
転
な
ら
ば
〔
そ
の
信
仰
を
〕
壊
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
知
る
。
も
し
未
だ
に
明
ら
か
に
知
ら
な
け
れ
ば
、
種
々
の
因
縁
を
も
っ
て
〔
菩
薩
の
信
仰
を
〕
壊
そ
う
と
試
み
る
。
或
い
は
、
八
大
地
獄
を
作
り
、
無
数
の
菩
薩
が
焼
か
れ
煮
ら
れ
る
姿
を
具
現
し
、
魔
は
菩
薩
に
対
し
て
〔
以
下
の
よ
う
に
〕
言
う
。「
こ
の
〔
菩
薩
た
ち
は
〕
皆
な
不
退
転
で
あ
り
、
諸
仏
が
授
記
し
た
者
で
あ
る
。
お
前
が
も
し
記
別
を
受
け
れ
ば
、
そ
れ
は
地
獄
の
記
別
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
と
。
問
。
悪
魔
は
、
ど
の
よ
う
な
因
縁
を
も
っ
て
善
を
行
う
者
が
地
獄
の
記
を
受
け
る
と
言
う
の
か
。
答
。
悪
魔
は
、
こ
の
菩
薩
が
一
切
衆
生
に
代
わ
っ
て
苦
を
受
け
よ
う
す
る
こ
と
か
ら
、
地
獄
の
記
別
を
受
け
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
あ
な
た
が
も
し
福
徳
を
積
み
天
に
生
ま
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
則
ち
自
ら
身
の
為
で
あ
り
衆
生
と
関
係
な
い
こ
と
と
な
る
。
も
し
菩
薩
が
こ
の
〔
魔
の
言
葉
〕
を
聞
い
て
、
心
が
動
揺
し
疑
い
後
悔
す
る
こ
と
、
も
し
く
は
こ
の
魔
の
言
葉
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
不
退
転
の
記
別
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
魔
は
、
記
別
を
受
け
た
菩
薩
た
ち
が
地
獄
に
い
る
姿
を
示
し
て
、
菩
薩
の
信
仰
を
壊
そ
う
と
干
渉
す
る
。
つ
ま
り
、
悪
魔
は
、
諸
仏
に
よ
る
記
別
が
「
成
仏
の
確
証
」
で
は
な
く
地
獄
に
行
く
こ
と
を
予
言
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
記
別
の
真
偽
を
菩
薩
に
問
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
成
仏
を
志
す
大
乗
の
菩
薩
が
、
濁
世
に
お
い
て
衆
生
救
済
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
修
道
論
に
含
む
た
め
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
魔
の
干
渉
に
対
し
て
、
動
揺
し
疑
い
後
悔
す
る
こ
と
や
、
も
し
く
は
そ
の
魔
の
言
葉
を
信
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
不
退
転
と
い
う
証
果
の
記
別
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
面
に
は
、
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
授
記
の
真
偽
と
い
う
問
題
と
、
記
別
の
内
容
が
不
退
転
で
あ
る
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
授
記
の
真
偽
と
い
う
問
題
を
通
し
て
不
退
転
に
言
及
し
て
い
る
点
に
関
し
て
、
授
記
さ
れ
た
次
の
瞬
間
に
は
、
果
た
し
て
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
事
態
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
特
に
無
仏
の
時
代
に
、
無
生
法
忍
の
獲
得
に
よ
っ
１３ 『大智度論』における不退転と授記
て
不
現
前
授
記
が
成
立
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
授
記
を
与
え
た
人
物
が
仏
か
否
か
と
い
う
課
題
と
し
て
も
示
さ
れ
る
。
魔
來
與
授
記
、
汝
當
作
佛
、
字
名
某
甲
。
是
菩
薩
思
惟
、
我
本
有
是
名
字
念
。
今
所
説
者
、
同
我
所
願
。
必
是
諸
佛
授
記
。
是
故
心
生
憍
慢
、
輕
餘
大
菩
薩
。
以
是
因
縁
故
遠
離
無
上
道
。
受
罪
畢
墮
於
二
乘
。（T
25.597
c
23-25
）
魔
が
来
て
、「
あ
な
た
は
作
仏
す
る
こ
と
が
で
き
、
字
は
某
甲
で
あ
る
。」
と
授
記
を
与
え
る
。
こ
の
菩
薩
は
「
私
に
は
本
々
こ
の
名
字
の
念
が
あ
り
、
今
説
か
れ
た
も
の
は
、
私
の
願
い
と
同
じ
で
あ
る
。
必
ず
こ
れ
は
諸
仏
の
授
記
で
あ
る
。」
と
思
惟
す
る
。
こ
の
た
め
に
、
心
に
憍
慢
を
生
じ
、
余
の
大
菩
薩
を
軽
ん
じ
る
。
こ
の
因
縁
の
た
め
に
、
無
上
道
を
離
れ
、
罪
を
受
け
、
つ
い
に
二
乗
に
堕
す
の
で
あ
る
。
魔
は
、
菩
薩
に
対
し
て
将
来
作
仏
す
る
と
い
う
授
記
を
与
え
て
、
菩
薩
に
干
渉
す
る
。
菩
薩
は
、
記
別
を
授
け
る
対
象
が
魔
か
仏
か
を
判
断
で
き
ず
、
魔
の
与
え
る
仏
の
名
前
が
自
ら
の
誓
願
と
同
じ
こ
と
か
ら
、
魔
の
授
記
を
諸
仏
の
授
記
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
授
記
を
得
た
と
い
う
思
い
の
た
め
に
他
の
大
菩
薩
を
軽
ん
じ
、
憍
慢
の
心
を
生
じ
る
。
つ
ま
り
、『
智
度
論
』
で
は
、
魔
の
覚
知
と
い
う
不
退
（
）
転
の
具
体
性
を
示
す
過
程
に
お
い
て
、
記
別
を
授
け
る
対
象
の
真
偽
を
問
題
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
成
仏
の
確
証
で
あ
る
授
記
の
真
偽
の
問
題
、
加
え
て
授
記
を
与
え
る
人
物
が
本
当
に
仏
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
、
そ
の
問
題
を
解
決
し
た
状
態
を
不
退
転
と
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
不
退
転
と
は
、
授
記
の
真
偽
及
び
授
記
を
与
え
る
者
に
つ
い
て
の
確
信
を
得
て
い
る
段
階
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
魔
に
よ
る
干
渉
の
場
面
で
注
意
す
べ
き
点
に
関
し
て
、
不
退
転
が
証
果
と
し
て
扱
わ
れ
て
授
記
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
乗
経
典
及
び
『
智
度
論
』
で
は
、
基
本
的
に
授
記
は
成
仏
・
作
仏
の
意
味
合
い
で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
で
は
、
現
在
１４
に
お
い
て
不
退
転
を
得
て
い
る
か
否
か
の
証
果
の
記
別
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
志
知
﹇
一
九
九
〇
﹈
の
指
摘
と
同
様
で
あ
り
、『
道
行
般
（
）
若
』
及
び
『
八
千
頌
』
に
お
い
て
も
、
記
別
の
内
容
が
証
果
と
し
て
の
不
退
転
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
加
え
て
『
智
度
論
』
で
は
、
然
燈
仏
授
記
に
お
け
る
授
記
の
内
容
を
不
退
転
と
し
て
示
し
て
い
る
。
毘
泥
・
阿
波
陀
那
中
説
。
從
見
然
燈
佛
。
以
五
莖
花
散
佛
。
以
髮
布
地
。
佛
爲
授
阿
跋
致
記
。
騰
身
虚
空
以
偈
讃
佛
。
從
是
已
來
名
阿
跋
致
。（T
25.579.c
24
）
毘
泥
・
阿
波
陀
那
中
の
説
で
は
、
然
燈
仏
に
見
え
て
、
五
茎
花
を
も
っ
て
仏
に
散
華
し
て
、
髪
を
も
っ
て
地
に
布
い
た
こ
と
か
ら
、
然
燈
仏
は
不
退
転
の
記
別
を
授
け
、（
釈
尊
、
メ
ー
ガ
青
年
）
は
身
体
を
虚
空
に
あ
げ
て
、
偈
を
も
っ
て
然
燈
仏
を
讃
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
以
来
、
不
退
転
で
あ
る
。
釈
尊
が
然
燈
仏
よ
り
記
別
を
授
け
ら
れ
る
場
面
に
お
い
て
、『
智
度
論
』
で
は
、
釈
尊
の
授
記
の
内
容
が
不
退
転
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
（
）
る
。
ま
た
、『
智
度
論
』
中
に
記
さ
れ
る
他
の
然
燈
仏
授
記
で
は
無
生
法
忍
を
獲
得
し
た
と
も
示
さ
れ
、
ま
た
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
（
）
記
と
も
示
さ
れ
る
。
無
生
法
忍
を
獲
得
す
れ
ば
不
退
転
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
同
様
の
事
柄
を
異
な
る
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、『
智
度
論
』
に
お
い
て
は
、
然
燈
仏
授
記
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
「
成
仏
の
確
証
」
と
し
て
の
授
記
の
内
容
は
、
無
生
法
忍
を
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
将
来
的
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
到
達
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
へ
至
る
道
に
お
い
て
不
退
転
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
先
の
授
記
の
真
偽
の
問
題
を
超
え
る
た
め
に
、
無
生
法
忍
の
獲
得
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
授
記
の
真
偽
、
記
別
を
授
け
る
人
物
の
真
偽
を
問
題
に
し
、
そ
の
問
題
の
解
決
し
た
証
果
を
不
退
転
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
不
退
転
は
、
無
生
法
忍
の
獲
得
と
し
て
然
燈
仏
授
記
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
先
の
因
縁
未
具
足
の
不
現
前
授
記
の
菩
薩
１５ 『大智度論』における不退転と授記
も
ま
た
、
自
ら
の
授
記
の
真
偽
と
い
う
問
題
に
通
し
て
、
無
生
法
忍
の
獲
得
を
も
っ
て
授
記
を
自
覚
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
授
記
の
自
覚
と
は
、
授
記
の
真
偽
及
び
、
記
別
を
授
け
る
人
物
に
対
す
る
確
信
が
無
け
れ
ば
成
立
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
智
度
論
』
に
お
い
て
は
、
現
前
、
不
現
前
に
か
か
わ
ら
ず
、
無
生
法
忍
を
得
た
際
に
授
記
、
も
し
く
は
授
記
の
自
覚
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
３
．
結
論
本
稿
で
は
、『
智
度
論
』
に
展
開
さ
れ
る
不
退
転
と
授
記
の
関
係
に
言
及
し
た
。『
智
度
論
』
に
は
、
不
退
転
の
菩
薩
と
し
て
授
記
を
備
え
る
者
と
未
授
記
の
者
が
示
さ
れ
る
。『
首
楞
厳
三
昧
経
』
の
四
種
授
記
と
の
関
連
か
ら
未
授
記
の
者
は
、
自
覚
が
無
い
の
み
で
実
際
に
は
授
記
さ
れ
て
お
り
、
無
生
法
忍
の
獲
得
を
も
っ
て
授
記
を
自
覚
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
智
度
論
』
に
は
、
無
生
法
忍
を
獲
得
し
て
い
な
い
不
現
前
授
記
さ
れ
た
不
退
転
の
菩
薩
も
示
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
因
縁
未
具
足
の
者
が
不
現
前
授
記
さ
れ
る
要
因
に
は
、
無
生
法
忍
で
は
な
く
、
常
に
三
界
の
楽
と
二
乗
の
涅
槃
の
楽
を
貪
ら
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
菩
薩
に
お
い
て
も
無
生
法
忍
獲
得
が
意
味
す
る
の
は
授
記
の
自
覚
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
不
退
転
と
授
記
の
語
句
の
扱
わ
れ
方
の
違
い
か
ら
、
不
退
転
と
は
、
授
記
の
真
偽
を
問
題
に
し
、
そ
の
問
題
を
解
決
し
た
証
果
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、『
智
度
論
』
に
お
い
て
は
無
生
法
忍
の
獲
得
に
よ
っ
て
授
記
が
完
成
し
、
不
退
転
の
自
覚
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
略
号
『
八
千
頌
』
Aṣṭasāhasrikā
Prajñāpāram
itā
w
ith
H
aribhadra’s
C
om
m
entary
C
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V
aidya
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）,D
arbhanga,1960.
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ertu
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N
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）
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﹈Le
traité
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la
G
rand
V
ertu
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Sagesse
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N
āgārjuna,Tom
e
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（Institutorientaliste,Louvain,reprint1967
）
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﹈Le
traité
de
la
G
rand
V
ertu
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Sagesse
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N
āgārjuna,Tom
e
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（Institutorientaliste,Louvain
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註（１
）
龍
樹
著
作
が
疑
わ
れ
る
理
由
と
し
て
、
鳩
摩
羅
什
訳
の
み
が
伝
わ
る
ほ
か
に
、
他
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
及
び
チ
ベ
ッ
ト
文
献
に
お
い
て
『
智
度
論
』
に
対
す
る
言
及
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
、
中
観
派
の
諸
論
師
に
言
及
し
な
い
こ
と
、
羅
什
が
恣
意
的
に
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
三
枝
﹇
二
〇
〇
四
﹈：51-67
参
照
。
ま
た
、
干
潟
﹇
一
九
五
八
﹈、Lam
otte
﹇1944-1980
﹈、
印
順
﹇
一
九
九
三
﹈、
加
藤
﹇
二
〇
〇
三
﹈、
武
田
﹇
二
〇
〇
五
﹈
等
多
く
の
先
行
研
究
が
こ
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。
（
２
）
平
川
﹇
一
九
八
九
﹈：405
、
鈴
木
﹇
二
〇
一
八
﹈：271-273
（
３
）
（T.40.826
a
）
（
４
）
田
賀
﹇
一
九
七
四
﹈：301
（
５
）
田
賀
﹇
一
九
七
四
﹈：27-40
（
６
）
田
賀
﹇
一
九
七
四
﹈：168-169
（
７
）
田
賀
﹇
一
九
七
四
﹈：170
１８
（
８
）
渡
辺
﹇
二
〇
一
一
﹈：74
（
９
）
佛
知
其
過
去
未
來
所
作
因
縁
。
必
得
作
佛
。
爲
利
益
傍
人
故
、
爲
其
授
記
。（T
25.263
c.23-24
）
（
１０
）
復
次
、
菩
薩
初
發
心
來
。
所
行
因
縁
、
所
得
果
報
。
是
阿
跋
致
。
受
記
必
當
作
佛
。（T
25.571
b.6-9
）
（
１１
）
志
知
﹇
一
九
九
〇
﹈：44
（
１２
）
志
知
﹇
一
九
九
〇
﹈：55
（
１３
）
梶
山
﹇
一
九
九
〇
﹈：1-16
、
武
田
﹇
二
〇
〇
五
﹈：187-191
（
１４
）
阿
跋
致
性
者
。
是
菩
薩
、
未
得
無
生
法
忍
。
未
從
諸
佛
授
記
。
但
福
徳
智
慧
力
故
。
能
信
樂
諸
法
畢
竟
空
。
是
名
阿
跋
致
性
中
、
住
得
阿
跋
致
氣
分
故
。（T
25.366
a
12-15
）
（
１５
）
阿
跋
致
菩
薩
、
入
法
位
受
記
者
能
信
。（T
25.547
c
10-11
）
復
次
、
菩
薩
初
發
心
來
。
所
行
因
縁
、
所
得
果
報
。
是
阿
跋
致
。
受
記
必
當
作
佛
。
如
人
受
職
、
已
得
印
信
、
心
無
復
疑
。（T
25.571
b
6-9
）
（
１６
）
不
退
菩
薩
、
有
二
種
。
一
者
受
記
。
二
者
未
受
記
。
如
首
楞
嚴
三
昧
、
四
種
受
記
中
説
。（T.25.349
c
18-19
）
（
１７
）
四
種
授
記
に
つ
い
て
は
、『
首
楞
厳
三
昧
経
』
の
他
に
も
、『
法
雲
経
』
や
『
菩
提
資
糧
論
』
に
も
記
述
が
み
ら
れ
る
が
『
智
度
論
』
で
は
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
の
四
種
授
記
を
引
用
す
る
。cf:
田
賀
﹇
一
九
七
四
﹈：220-226
（
１８
）
堅
意
言
。
菩
薩
授
記
凡
有
四
種
。
何
謂
爲
四
。
有
未
發
心
而
與
授
記
。
有
適
發
心
而
與
授
記
。
有
密
授
記
。
有
得
無
生
法
忍
現
前
授
記
。
是
謂
爲
四
。
唯
有
如
來
能
知
此
事
。
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
不
能
知
。（T
15.638
c
13-17
）
（
１９
）
梶
山
﹇
一
九
八
三
﹈48-51
、
平
川
﹇
一
九
八
九
﹈401-405
、
鈴
木
﹇
二
〇
一
八
﹈
（
２０
）
云
何
名
爲
有
、
未
發
心
而
與
授
記
。
或
有
衆
生
往
來
五
道
。
若
在
地
獄
、
若
在
畜
生
、
若
在
餓
鬼
。
若
在
天
上
、
若
在
人
間
。
諸
根
猛
利
、
好
樂
大
法
。
佛
知
、
是
人
過
此
若
干
百
千
萬
億
阿
僧
祇
劫
。
當
發
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
。
又
於
若
干
百
千
萬
億
阿
僧
祇
劫
。
行
菩
薩
道
。
供
養
若
干
百
千
萬
億
那
由
他
佛
。
教
化
若
干
百
千
萬
億
無
量
衆
生
。
令
住
菩
提
。
又
過
若
干
百
千
萬
億
阿
僧
祇
劫
。
當
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
號
字
如
是
。
國
土
如
是
。
聲
聞
衆
數
壽
命
如
是
。
滅
後
法
住
歳
數
如
是
。
佛
告
堅
意
。
如
來
悉
能
了
知
此
事
復
過
於
是
。
是
名
未
發
心
而
與
授
記
（T
15.638
c.17-28
）
な
お
、
こ
の
未
法
身
授
記
に
関
し
て
は
、
紀
野
﹇
一
九
六
二
﹈：180-183
に
詳
し
い
。
（
２１
）
授
記
と
無
生
法
忍
が
関
連
す
る
大
乗
経
典
は
多
い
。
そ
の
列
挙
に
お
い
て
は
引
田
﹇
一
九
八
四
﹈
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
（
２２
）
こ
の
現
前
授
記
に
関
し
て
は
、
過
去
世
に
お
け
る
授
記
と
考
え
ら
れ
る
。「
須
菩
提
。
當
知
是
菩
薩
已
爲
過
去
佛
所
受
記
。
住
阿
惟
越
致
地
。」
（T
8.343
b
15-16
）
１９ 『大智度論』における不退転と授記
（
２３
）
般
舟
三
昧
は
『
般
舟
三
昧
経
』
と
同
様
、
最
終
的
に
は
法
と
し
て
の
仏
に
見
え
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
特
に
『
智
度
論
』
に
お
い
て
は
、
無
生
法
忍
の
獲
得
に
関
連
す
る
。
澤
崎
﹇
二
〇
二
〇
ａ
﹈
（
２４
）
問
曰
。
何
等
是
、
阿
跋
致
地
。
答
曰
。
若
菩
薩
、
能
觀
一
切
法
、
不
生
不
滅
、
不
不
生
不
不
滅
、
不
共
非
不
共
。
如
是
觀
諸
法
。
於
三
界
得
脱
。
不
以
空
、
不
以
非
空
。
一
心
信
忍
、
十
方
諸
佛
、
所
用
實
相
智
慧
。
無
能
壞
、
無
能
動
者
。
是
名
無
生
忍
法
。
無
生
忍
法
、
即
是
阿
跋
致
地
。（T
25.263
c
1-6
）
（
２５
）
『
智
度
論
』
に
お
け
る
無
生
法
忍
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
別
稿
で
扱
っ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
内
容
へ
の
言
及
は
し
な
い
。
澤
﨑
﹇
二
〇
二
〇
ｂ
﹈
（
２６
）
般
若
波
羅
蜜
の
分
と
は
、
気
分
の
こ
と
で
あ
り
、
薫
習
に
近
い
意
味
合
い
で
、
類
似
す
る
性
質
を
得
る
こ
と
を
表
す
。
是
大
悲
心
。
迴
向
者
。
以
此
布
施
但
求
佛
道
不
求
餘
報
。
用
無
所
得
故
者
。
得
諸
法
實
相
般
若
波
羅
蜜
氣
分
故
。
檀
波
羅
蜜
非
誑
非
倒
亦
無
窮
盡
。（T
25.395
a
20-
22
）
（
２７
）
問
曰
。
如
此
説
相
應
第
一
無
上
。
云
何
不
與
受
記
。
答
曰
。
餘
功
徳
・
方
便
・
禪
定
等
、
未
集
、
但
有
智
慧
。
是
故
未
與
受
記
。（T
25.335
b
24-26
）
（
２８
）
復
次
、
是
菩
薩
、
雖
復
利
根
智
慧
。
餘
功
徳
未
熟
故
。
聞
現
前
受
記
、
或
生
憍
慢
。
是
故
未
與
受
記
。（T
25.335
b
26-28
）
（
２９
）
此
是
前
品
、
未
所
説
阿
跋
致
。
是
故
次
第
説
。（T
25.597
b
2-3
）
（
３０
）
問
曰
。
須
菩
提
上
問
、
菩
薩
得
無
生
忍
故
受
記
。
佛
言
不
。
佛
何
以
還
以
無
生
理
答
。
所
謂
菩
薩
行
般
若
時
。
無
一
切
憶
想
分
別
。
答
曰
。
行
者
實
以
無
生
忍
故
受
記
。
而
須
菩
提
、
爲
菩
薩
故
、
以
著
心
得
心
問
。
以
是
故
言
不
。
如
一
切
法
實
無
我
。（T
25.602
b
8-13
）
（
３１
）
行
者
實
以
無
生
忍
故
受
記
。（T
25.602
b
11
）
（
３２
）
『
道
行
般
若
』
弊
魔
來
到
、
是
菩
薩
所
。
便
於
邊
化
作
大
八
泥
犁
。
其
一
泥
犁
中
、
有
若
干
千
百
千
菩
薩
、
化
作
是
、
以
便
指
示
之
言
。
是
輩
、
皆
阿
惟
越
致
菩
薩
。
從
佛
受
決
、
以
今
皆
墮
泥
犁
中
。
佛
爲
授
、
若
泥
犁
耳
。
設
若
作
阿
惟
越
致
受
決
菩
薩
者
。
若
當
受
疾
悔
之
言
。
我
非
阿
惟
越
致
。
若
悔
之
言
爾
者
。
便
不
復
墮
泥
犁
中
、
當
生
天
上
。
佛
言
。
設
是
菩
薩
心
不
動
轉
者
是
阿
惟
越
致
。（T
8.454
c
21-28
）
（
３３
）
例
え
ば
、『
大
品
般
若
』
復
次
須
菩
提
。
惡
魔
作
佛
身
、
金
色
丈
光
。（T
8.322
b
24-25
）
（
３４
）
澤
﨑
﹇
二
〇
一
九
﹈
（
３５
）
弊
魔
來
到
、
是
菩
薩
所
。
便
於
邊
化
作
大
八
泥
犁
。
其
一
泥
犁
中
、
有
若
干
千
百
千
菩
薩
化
作
、
是
以
便
指
示
之
言
。
是
輩
皆
阿
惟
越
致
菩
薩
。
從
佛
受
決
、
以
今
皆
墮
泥
犁
中
。
佛
爲
授
若
泥
犁
耳
。
設
若
作
阿
惟
越
致
受
決
菩
薩
者
。
若
當
受
疾
悔
之
言
。
我
非
阿
惟
越
致
。
若
悔
之
２０
言
、
爾
者
。
便
不
復
墮
泥
犁
中
、
當
生
天
上
。
佛
言
。
設
是
菩
薩
心
不
動
轉
者
是
阿
惟
越
致
。（T
8.454
c
21-28
）『
八
千
頌
』163.16-25
（
３６
）
見
然
燈
佛
、
以
五
華
散
佛
。
布
髮
泥
中
。
得
無
生
法
忍
。（T
25.180
b
2-3
）
（
３７
）
爾
時
。
以
五
華
散
然
燈
佛
上
。
求
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
然
燈
佛
知
、
我
善
根
成
就
。
與
我
受
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
記
。（T
25.591
b
26
-28
）
２１ 『大智度論』における不退転と授記
